




























）地域冠政策方式について、初谷［ ］、同［ ］、同［ ］、同［ ］、同［ ］、同
［ ］、同［ ］等。
の医療環境、医療資源の特徴について概観する（ ）。次に、 熊本方式 が創造され展開し
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）厚生労働省 平成 年度全国医政関係主管課長会議 資料（指導課）、 頁。
）同上、 頁。なお、国では 年 月、救急医療体制のあり方に関する検討会を設置し、検討結果
がとりまとめられている（厚生労働省［ ］）。小児救急医療については、同報告書の第 （ 、 ）、
第 （ ．小児救急医療における救急医療機関との連携について ）を参照。













人当たりの医師数が 人と京都市、岡山市に次いで 位 ）であり、人口 人当た
りの病床数は と全国 位で、全国平均（ ）の 倍近い。市では行政計画においても
恵まれた医療資源 を標榜し、その例示の筆頭に 休日夜間急患センターを設置し、小児











台の救急車の受入れを行なっている。医療機関への受入れ紹介回数は 回 が ％を越
え、 回 まででほぼ救急受入れができており、 断らない医療 を標榜し得ている ）。
熊本市では、こうした国内有数の医療資源を活かすため、 年から市内の 公的医療機
関の病院長と県、市の医師会長、医療関連企業や化学及血清療法研究所（化血研）等民間研
究所代表ら 名で構成する くまもと医療都市ネットワーク懇話会 を設置した ）。懇話会
設置は、幸山政史市長が 期目の公約に掲げていたもので、年 回の議論を経て 年 月、
熊本医療都市 グランドデザイン （以下 グランドデザイン という）を策定した ）。
グランドデザインでは、 年間のビジョンとして、 最先端の医療技術を発信する九州


















外科の 時間 日安心の救急 （熊本方式）や、医療機関への受入照会回数の全国比を掲
げ、 たらいまわしのない救急医療 等を強調している ）。
また、このグランドデザインでは、小児救急医療に関する課題として、わが国の新生児死







いう問題である。 年 月からは 在宅ドクターネット （医師会の医師らを中心とする
任意団体）にファシリテーターとしての協力も得て 在宅医療介護に関わる多職種連携研修
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）幸山市長は 期目（ 年 月 ）・ 期目（ 年 月 ）の実績を踏まえ、 期目（ 年 月
）に向けた公約 挑戦元年・市民の皆様への新たな約束 くまもと再デザイン宣言 選ばれる都市
へ （ 年 月）の ．もっと暮らしやすさを実感できるまちを実現します において、 誰もが
健康で暮らせるまちづくり として ア．くまもと医療都市ネットワーク懇話会（仮称）の設置 と
イ．プレホスピタルケアの充実 を掲げた。またウェブサイトでは 公約 そして、選ばれるまち
へ で、 暮らす場所として市民の皆さまに、日本一暮らしやすい政令市を実感していただくとともに、
美味しい水、豊かな緑、整った教育や医療環境といった人が暮らす場所としての熊本市の優位性を国内外
に強くアピールし、定住人口の増加にも繋げていきます。 とした。なお、同市長は 年 月、 期目
不出馬を宣言。 年 月 日、熊本市長選挙が執行され、大西一史（元熊本県議会議員）が当選した。
）熊本市［ ］、 頁。こうした 医療 による都市のブランド価値形成を目指す動きとして、神戸医
療産業都市構想がある。 年の阪神淡路大震災の被害と経済不況から神戸市を再活性化させるため、
年から基本構想の検討が開始された。明石［ ］参照。
）熊本市［ ］、 頁、 頁。その後、 年 月に、熊本赤十字病院に、総合救命救急センターと
時間対応可能な小児専用集中治療室（ ）を全国で初めて併設した こども医療センター が開設され


















力も得て、全国的にも珍しい内科、小児科、外科の 診療科を カ所で 時間対応する体制
が整備された ）。
この体制の 理念 は、医師会病院当事者によれば、 グループ診療（身体的、精神的余
裕を生み、 仲間うちの患者 という意識の醸成、ときには良い意味での 相互監視 （ピア






室を有し ）、その卒業生で構成される組織 芝蘭会 の人的つながりが強固に形成されてい
）熊本地域医療センターの住所 熊本市本荘 、病床数 床、診療科目 内科・外科・小児
科・麻酔科・放射線科の 科。その後、 年 月、 床増床し 床となり、脳神経外科を増設して現
在に至る。なお、開設時の正式名称は、 社団法人熊本市医師会熊本地域医療センター 。熊本市医師会は









） 年 月、熊本保健所内休日夜間急患診療所を設置し、医師会員の小児科医・内科医各 名が出勤し
た。





















回）の担当内訳は、熊本大学小児科 回、同発達小児科 回と派遣医が計 回、




難に、複数の医師から やりがいがない 、 やめたい という声が上がり始めた。センター







ている ）。翌 年 月には、熊本市保健所長から、熊本方式が 全国的に高い評価をうけ
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）なお、熊本大学医学部附属病院では、 年 月から 発達小児科 と 小児科 を統合し、 小児
科 とした。
）以上 点について、島添［ ］、 頁。芝蘭会は、熊本市内および周辺の小児科開業医と勤務医
の親睦会として 年に組織され、強い結束は市医師会内で他科の医師より 圧力団体 とまで言われる
存在となっていったという。
）熊本市医療政策課へのインタビュー（ 年 月）による。
） 熊本日日新聞 、 年 月 日 、朝刊。
） 島添［ ］、 頁。




苦労しているのが現状 で、 埋まらない枠には医師会病院の勤務医や担当理事 が入り負





のすべてに対応することは 不可能 であると思われること から、 出動協力医を含め




しその 年後の 年 月には、依然として 出動協力医の減少傾向 と とりわけ内科の
出動枠を埋めるのに大変苦労している現状 が報告され、 年 月の記録も熊本方式の存
続のため、医師への出動協力呼びかけが繰り返されているに留まる ）。
センターにおいて 熊本方式 継続のための努力が続けられる中、前掲のとおり熊本市で
は 年に くまもと医療都市ネットワーク懇話会 を設置し、 くまもと医療都市 グ
ランドデザイン を策定した。同 グランドデザイン では、 ．目指すべき姿 機能
分化と連携によって質の高い医療を提供できる都市 の 救急医療の充実 の項で、小児救
急について、重篤な小児救急患者に対応する救急医療体制の整備にふれ ）、 ．具体的な
取り組み の対応部分で、 ）医師養成 として救急医の養成 、 ）プレホスピタルケ
アの充実 として消防救急隊の医療機関配置により協働で救急救命にあたる 救急ワークス
テーション の設置が掲げられている ）が、 出務式 をどうしていくのかについては特に
言及されていない。
年度第 回懇話会（ 月）での グランドデザイン 実現に向けた意見交換におい
て、熊本地域医療センター院長は、市が力を入れる 在宅医療 重視の流れは趨勢としては
当然と理解を示しつつも、患者の視点からは疑問を呈している。県外から参画した学識委員
からの 急性期医療では 熊本モデル が有名であるが、在宅ケアにおいても 熊本モデ
ル を作ってほしい との意見に対し、同院長は （在宅ケアの） 熊本モデル について
は、どういうものがよいのか考えてみたい と述べている ）。
） 熊本地域医療センターだより 年 月号、 頁（高瀬直善事務長）。
）同上、 年 月号、 頁（同事務長）。
）同上、 年 月号、 頁（有田哲正地域医療連携室長）。
）同上、 年 月号、 頁（内野節夫総務課長）。
）同上、 年 月号、 頁、 年 月号、 頁（いずれも竹原恵慈総務課長補佐）。
）熊本市［ ］、 頁。
）同上、 頁。
















開設から 年を経た 年 月、 みんなで支えよう、小児救急 をメインテーマとして
第 回日本小児救急医学会が熊本市で開催された。当時、全国で約 カ所以上の小児初期
救急施設が熊本に習い 出務式 を採用するなど広範な政策波及が見られる中、大会会長を
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） 熊本市医師会、熊本地域医療センター医師会病院［ ］、 頁。
） 熊本日日新聞 年 月 日、朝刊。



































熊本日日新聞 年 月 日、朝刊。
）田中一成［ ］、 頁、田中哲郎［ ］、 頁等参照。
）田中哲郎［ ］、 頁。






























． 地域ブランドとしての政策 地域冠政策方式 ）
今日、地域ブランド戦略は、産品振興はもとより魅力ある地域空間の創出や地域の複合す
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）地域医療センターインタビュー（ 年 月）による。












企業ブランド、 事業ブランド、 ファミリーブランド、 個別ブランドの 階層で捉えら















































上記の枠組みに基づいて考えるならば、熊本方式は、図 の 特定部門の政策群、 複数
カテゴリーの政策群、 一つひとつの政策に対応させて述べるならば、熊本市の 医療政





























開発や展開に集約化し、 の医療政策レベルあるいは の救急医療政策レベルで、 医療拠




























青木幸弘、岸志津江、田中洋編著［ ］ ブランド構築と広告戦略 日経広告研究所。
明石照久［ ］ 都市の再活性化戦略について─神戸医療産業都市構想の事例から─ アドミニ
ストレーション 第 巻第 号、 頁。
市川光太郎、森内浩幸［ ］ 小児救急医療の現状と課題─より良い小児救急医療提供はいかに
あるべきか 日本病院会雑誌 、 巻 号、 頁。
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）平山［ ］、 頁。
）熊本地域医療センターでは、 年度も市民向けの公開講座で 小児の休日夜間救急医療の現状 と題
して熊本方式が 年以上継続していることの意義と受診状況を伝えた上で これからも 熊本方式 は続






つくるべきか 医学のあゆみ 、 巻 号（通号 号）、 頁。
市川光太郎［ ］ 小児救急医療の現状と問題点─総合小児救急医学の体系化を目指して 小
児科臨床 、 巻 号（通号 号）、 頁。
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熊本市［ ］ くまもと医療都市 グランドデザイン 安心を支え、未来を拓く 医療拠
点都市 熊本市、くまもと医療都市ネットワーク懇話会（ 年 月）。
熊本市［ ］ わくわくがはじまる本 熊本市。
熊本市医師会編［ ］ 熊本市医師会百周年記念誌 熊本市医師会。
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田中哲郎［ ］ 小児救急が問題となる社会的背景 日本医師会雑誌 、 巻 号、
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田中哲郎［ ］ 小児救急医療体制の整備のために 都市問題 、 巻 号、 頁。
日本小児医学会理事会、小児医療改革・救急プロジェクトチーム［ ］ わが国の小児医療・救
急医療体制の改革に向けて 小児医療提供体制の改革ビジョン 日本小児科学会雑誌 、
巻 号、 頁。
初谷勇［ ］ 政策方式 の創造と展開─地域ブランド政策の観点から─ 、 地方自治研究
、 頁。
初谷勇［ ］ 地域ブランドとしての 政策方式 ─その意義と課題 、 日本公共政策学会
年度研究大会 報告論文集 、 頁。
初谷勇［ ］ 地域ブランドの構造、形成と管理─グリーンツーリズムを事例として─ 、 地方
自治研究 、 頁。
初谷勇［ ］ 地域ブランド・マネジメント─ 鳥取方式 の芝生化 を事例として─ 地方
自治研究 、 頁。
初谷勇［ ］ 公共マネジメントと 政策 ぎょうせい。
初谷勇［ ］ 第 章 地域ブランド政策とは何か 田中道雄・白石善章・濱田恵三編著
［ ］ 地域ブランド論 同文舘出版、 頁。
初谷勇［ ］ 地域ブランド政策の理論と実践に関する比較政策研究 （科学研究費助成事業
（科学研究費助成金）研究成果報告書）（ 年、基盤研究 ）。
初谷勇［ ］ 地域ブランド政策と 地域冠政策方式 地域と社会 第 号、 頁。
平山弘［ ］ 第 章 地域資源ブランドの価値創造と崩壊からみえてくるもの 田中道雄・白
石善章・濱田恵三編著［ ］ 地域ブランド論 同文舘出版、 頁。
廣田昌彦［ ］ 病院の名前 熊本地域医療センターだより 年 月号、 頁。
原田将［ ］ ブランド管理論 白桃書房。
南俊秀［ ］ モンスター・ペイシェント 崩壊する医療現場 （角川 新書 ）、角川
コミュニケーションズ。
村上智彦［ ］ 医療にたかるな 、新潮社。





厚生労働省 平成 年度全国医政関係主管課長会議 資料（指導課）、 年 月 日。（厚生労働
省ウェブサイト 、 年 月
日閲覧）
幸山政史ウェブサイト （ 年 月 日閲
覧）
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